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林道工事 検査指摘事項例 

 

１ 書類検査指摘事項  ※工事全般の記載事項を除く 

（１）施工体制関係 

（２）施工計画書関係 

 高所作業は、ロープ高所作業計画書を作成し関係作業員に周知すること 

 道路盛土や擁壁等の埋戻しは、施工方法・施工管理を詳細に記載すること 

（３）施工管理（出来形・品質）関係 

 道路盛土等の現場密度試験を基準どおりに行うこと（試験箇所を要協議） 

 重力式擁壁として施工するカゴ枠等は、中詰礫の重量確認を行うこと 

（４）写真管理関係 

 鋼製品の組立てボルトのトルク管理や締付確認状況を撮影すること 

 植生マット等の重ね代及びアンカーボルト等の設置間隔を撮影すること 

 埋戻しや転圧状況（一層の盛土厚）が分かるよう撮影すること 

（５）材料関係 

 溶接金網や補強土壁材料の品質証明書を添付すること 

 県産木材資材の県産証明書を添付すること 

（６）安全管理関係 

 フルハーネス等の点検表を整備すること 

 地山掘削前点検や危険箇所点検を行うこと 

 チェーンソー作業時の保護具着用を徹底すること 

（７）産廃・再生資源関係 

 伐採木や根株を再生資源利用（促進）計画書に反映すること 

（８）その他全般 

---------------------------------------------------------------------------------- 

２ 現地検査指摘事項 

 モルタル吹付のクラック発生状況を経過観察すること 

 補強土壁の金網切断部は防錆処理を確実に行うこと 

 補強土壁背面の転圧を擁壁際まで丁寧に実施すること 

 盛土法面の洗掘箇所、沈下箇所を補修すること 

 モルタル吹付等の水抜き管の逆勾配箇所を改善すること 

 鋼製Ｌ型擁壁等の前面土被りを確保できるよう是正すること 

 鋼製構造物の塗装又はメッキ剥離箇所を補修すること 

 カゴ枠等の中詰石不足箇所を補充すること 

 側溝や構造物の欠損部を補修すること 

 法面保護金網のアンカー固定を基準どおり行うこと 

 かご枠内へ混入した土砂を除去すること 

 構造物周辺の雨水処理や洗掘対策を行うこと 

 気象災害後は斜面や落石危険箇所を点検すること 


